
九州建設情報社

防災・減災対策等強化事業に１２億円（８件）配分 

九州地整管内の六角川、川内川、菊池川、国道２２０号等の防災・減災対策 

 

国土交通省は３０日、「防災・減災対策等強化事業推進費」の令和７年度第２回配分とし

て国費５０億１，０００万円（３２件）を決定した。このうち、九州地方整備局管内では、

国費１２億４，７００万円（８件）の事業が対象となった。 

九州地方整備局管内における配分状況は、（１）災害を受けた地域の再度災害防止対策  

①洪水・浸水対策（河川）国費１０億９，６００万円（６件）、②崖崩れ・法面崩壊等対策

（道路）国費６，０００万円（１件）、（２）災害が起きる前に被害を防止する事前防災対

策が①崖崩れ・法面崩壊等対策（道路）国費９，１００万円（１件）となっている。 

 

令和７年度 第２回 防災・減災対策等強化事業推進費 配分箇所一覧表 

（九州地方整備局関係のみ抜粋） 

https://fukuokaken.kensetsunavi.com/imart/navi/top-kiji/kiji250930-3-1.pdf
https://fukuokaken.kensetsunavi.com/imart/navi/top-kiji/kiji250930-3-1.pdf

